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改
元
と
私
年
号
「神
徳
」 

今
年
五
月
に
元
号
は
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
改
元

し
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
で
、
昨
年
の
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
は
、

明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
か
ら
数
え
て
一
五
〇
年
に
あ

た
る
こ
と
か
ら
、
明
治
一
五
〇
年
を
記
念
し
て
木
更
津

市
史
編
さ
ん
事
業
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。 

慶
応
四
年
九
月
に
、
元
号
は
「明
治
」
に
改
元
さ
れ
、

日
本
は
天
皇
を
中
心
と
す
る
近
代
国
家
へ歩
み
始
め
ま

し
た
が
、
そ
の
前
年
の
慶
応
三
年
、
木
更
津
市
域
と
そ

の
周
辺
で
「
神
徳
」
と
い
う
私
年
号
が
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。 私

年
号
と
は 

朝
廷
が
正
式
に
定
め
た
年
号
以
外
の

年
号
（
角
川
新
版
『
日
本
史
辞
典
』
一
九
九
七
年
を
参

照
）の
こ
と
で
、
北
片
町
（木
更
津
市
）に
住
ん
で
い
た
木

更
津
船
の
有
力
な
船
持
石
渡
半
兵
衛
と
、
横
田
村
（袖

ケ
浦
市
）
の
名
主
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
取
引
帳
簿

「
通
帳
」の
表
紙
に
「神
徳
元
年
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
私
年
号
が
使
わ
れ
た
理
由
は
不
明
で
す
が
、
そ
の

頃
、
将
軍
と
天
皇
が
相
次
い
で
死
去
し
て
代
が
替
わ
っ

た
り
、
慶
応
二
年
に
木
更
津
村
で
起
こ
っ
た
米
穀
商
の

打
ち
こ
わ
し
な
ど
の
不
穏
な
雰
囲
気
が
残
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
新
し
い
時
代
を
求
め
る
表
現
と
し
て
、
全
国

的
に
も
め
ず
ら
し
い
私
年
号
が
使
わ
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
私
年
号
の
使
用
も
、

翌
年
の
慶
応
四
年
に
京
都
で
起
こ
っ
た
戊
辰
戦
争
（
一

八
六
八
～
一
八
六
九
）
に
よ
っ
て
幕
府
は
倒
れ
、
明
治

時
代
と
変
わ
っ
て
い
く
中
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。 

※
市
制
施
行
七
〇
周
年
記
念 

『図
説
木
更
津
の
あ

ゆ
み
』
一
六
五
、
一
六
六
頁
「
五 

幕
末
の
木
更
津
―

打
ち
こ
わ
し
と
私
年
号
―
」
（二
〇
一
二
）
を
改
変
し
て

掲
載
。
（事
務
局
） 

 

「い
だ
て
ん
」木
更
津
の
街
を
駆
け
る 

                   

近
現
代
部
会 

栗
原
克
榮 

木
中
生
の
房
総
一
周
マ
ラ
ソ
ン 

今
年
、
木
更
津
市

在
住
の
方
か
ら
、
四
葉
の
写
真
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
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た
。 

 
そ
の
一
葉
の
裏
面
に
は
、
「
大
正
十
二
捻(

年)

三
月
弐

十
四
日 

木
更
津
中
学
校
縣
下
一
周
マ
ラ
ソ
ン
隊
」
と

墨
書
さ
れ
て
い
る
。
場
所
は
、
「
カ
サ
ハ
キ
モ
ノ
京
屋
履

物
店
」
と
八
劔
八
幡
神
社
鳥
居
の
角
で
あ
る
。
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｂ

Ａ
と
書
か
れ
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
着
て
時
刻
を
確
認
し
て
い

る
の
は
、
木
更
津
中
学
校
（
現
千
葉
県
立
木
更
津
高
等

学
校
）
教
員
の
秋
葉
祐
之
で
あ
る
。
秋
葉
の
後
ろ
に
並

び
、
木
中
の
「
Ｋ
」
の
マ
ー
ク
を
つ
け
た
揃
い
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

姿
は
木
中
陸
上
部
生
徒
た
ち
で
あ
る
。
秋
葉
の
隣
で
時

計
を
の
ぞ
き
こ
ん
で
る
の
は
中
山
音
弥
校
長
、
そ
の
右

は
こ
の
房
総
一
周
の
マ
ラ
ソ
ン
を
裏
方
と
し
て
支
え
た
卒

業
生
の
一
人
で
あ
る
石
川
寛
で
あ
る
。
こ
の
時
の
写
真

は
、
も
う
二
葉
あ
り
一
つ
は
八
劔
八
幡
神
社
の
社
殿
前
、

一
つ
は
鳥
居
前
で
い
ず
れ
も
マ
ラ
ソ
ン
隊
を
見
送
る
町

民
た
ち
に
囲
ま
れ
た
記
念
写
真
で
あ
る
。 

 

大
正
十
二(

一
九
二
三)

年
三
月
二
十
四
日
木
更
津

町
を
出
発
し
た
一
行
は
こ
の
日
は
佐
倉
ま
で
走
り
、
二

十
五
日
は
佐
原
、
二
十
六
日
は
銚
子
、
二
十
七
日
は
成

東
、
二
十
八
日
大
原
、
二
十
九
日
天
津
、
三
十
日
勝
山

へ
と
走
り
継
ぎ
、
最
終
日
の
三
十
一
日
は
勝
山
を
発
っ

て
木
更
津
に
到
着
し
た
。
木
更
津
到
着
は
午
後
四
時
、

校
友
や
生
徒
等
多
数
の
歓
迎
を
受
け
、
萬
歳
の
声
が

あ
が
る
中
元
気
旺
盛
で
無
事
帰
校
し
た
。
約
四
三
五
キ

ロ
に
及
ん
だ
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
は
、
一
日
に
走
っ
た
距
離
は
平

均
す
る
と
約
五
十
キ
ロ
に
も
な
っ
た
。 

秋
葉
の
「マ
ラ
ソ
ン
奨
励
」 

こ
の
房
総
一
周
マ
ラ
ソ
ン

は
、
当
時
人
々
の
関
心
を
集
め
、
新
聞
は
そ
の
様
子
を

次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。 

「
北
條
町
を
過
ぐ 
マ
ラ
ソ
ン
選
手 

縣
立
木
更
津
中

学
校
縣
下
一
周
マ
ラ
ソ
ン
選
手
一
行
は
卅
日
午
前

八
時
安
房
郡
天
津
町
を
発
し
沿
道
各
町
村
で
歓
迎

と
応
援
を
得
て
正
午
和
田
町
を
経
て
十
里
の
行
程

を
五
時
間
三
十
分
で
午
後
一
時
三
十
五
分
北
條
町

に
入
り
中
学
校
職
員
生
徒
等
の
熱
誠
な
る
歓
迎
を

受
け
て
同
町
安
房
銀
行
前
に
休
憩
し
同
所
に
演
壇

を
設
け
て
秋
葉
教
諭
よ
り
マ
ラ
ソ
ン
一
周
の
経
過
を

講
演
し
午
後
三
時
安
房
中
学
校
を
出
発
勝
山
町
に

赴
き
一
泊
し
た
今
日
三
十
一
日
は
鋸
山
の
険
を
踏

破
帰
校
の
予
定
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
房
総
版
、
大

正
十
二
年
三
月
三
十
一
日
） 

記
事
の
中
に
「秋
葉
教
諭
よ
り
マ
ラ
ソ
ン
一
周
の
経
過

を
講
演
」
と
あ
る
よ
う
に
、
行
く
先
々
で
秋
葉
は
マ
ラ
ソ

ン
を
宣
伝
し
た
。
秋
葉
は
木
中
の
校
友
会
誌
の
中
で
も
、

マ
ラ
ソ
ン
の
良
さ
を
説
明
し
て
る
。
「
（
イ
）
何
時
で
も
行

わ
れ
易
い
こ
と
（
ロ
）多
く
の
時
間
を
要
し
な
い
こ
と
（ハ
）

一
定
の
運
動
場
が
い
ら
な
い
こ
と
（
ニ
）
何
に
も
器
具
を

要
し
な
い
こ
と
（ホ
）人
数
に
は
制
限
が
な
い
こ
と
（ヘ
）費

用
が
全
く
い
ら
な
い
こ
と
（
ト
）
多
の
運
動
に
比
較
し
て

運
動
量
が
大
で
あ
る
こ
と
」
（
「一
千
哩
マ
ラ
ソ
ン
」
、
『致

芳
会
雑
誌
』十
八
号
）
。
房
総
一
周
マ
ラ
ソ
ン
は
、
マ
ラ
ソ

ン
を
奨
励
し
宣
伝
す
る
こ
と
も
目
的
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
房
総
一
周
マ
ラ
ソ
ン
は
、
翌
年
に
も
第
二
回
が
行

わ
れ
た
。
提
供
写
真
の
う
ち
の
ひ
と
つ
は
、
「
大
正
十
三

捻(

年)

三
月
弐
十
五
日 

第
二
回
縣
下
一
周
マ
ラ
ソ
ン

隊
」
と
の
裏
書
が
あ
る
。
八
剱
八
幡
神
社
の
鳥
居
下
に

勢
揃
い
し
た
木
中
の
マ
ラ
ソ
ン
隊
は
、
前
年
九
月
一
日
の

関
東
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
房
総
を
、
激
励
の
思
い
を

込
め
て
駆
け
抜
け
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

金
栗
四
三
と
秋
葉
祐
之 

 

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
い
だ
て
ん
～
東
京
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
噺
～
」
の
前
半
の

主
人
公
は
、
日
本
人
で
初
め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
、

「日
本
の
マ
ラ
ソ
ン
の
父
」と
言
わ
れ
る
金
栗
四
三
で
あ
っ

た
。
木
中
陸
上
部
の
房
総
一
周
マ
ラ
ソ
ン
の
元
は
、
金
栗

房総一周マラソンに出発する選手達 
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と
秋
葉
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。 

 
金
栗
は
、
単
に
自
分
が
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
走
る
だ
け
で

な
く
、
有
為
な
人
材
を
育
て
あ
げ
る
こ
と
に
も
尽
力
す

る
。
そ
の
金
栗
に
見
い
だ
さ
れ
た
一
人
が
、
秋
葉
祐
之

で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
「
い
だ
て
ん
」
金
栗
と
木
更
津
の
繋

が
り
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
金
栗
が
木
更
津

の
街
中
を
走
っ
た
こ
と
や
、
木
中
陸
上
部
の
生
徒
と
駅

伝
を
し
た
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

秋
葉
は
蓮
沼
村
（
現
山
武
市
）
で
農
業
を
営
む
家
に

明
治
二
十
八(

一
八
九
五)

年
に
生
ま
れ
た
。
七
人
兄
弟

の
長
男
で
あ
っ
た
が
、
学
業
優
秀
だ
っ
た
こ
と
か
ら
大
正

二(

一
九
一
三)

年
に
千
葉
師
範
学
校
（
現
国
立
大
学

法
人
干
葉
大
学
）
に
進
学
し
て
い
る
。
秋
葉
の
四
歳
年

上
の
金
栗
は
、
こ
の
前
年
に
開
か
れ
た
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
。
途
中
棄
権
に

終
わ
る
が
、
翌
年
に
は
東
京
高
等
師
範
学
校
（現
国
立

大
学
法
人
筑
波
大
学
）
の
徒
歩
部
（
陸
上
部
）
室
長
に

な
り
、
鍛
え
が
い
の
あ
る
若
手
ラ
ン
ナ
ー
を
探
し
訪
ね

て
い
た
。
秋
葉
は
金
栗
に
誘
わ
れ
、
大
正
五(

一
九
一

六)

年
に
東
京
高
等
師
範
学
校
へ進
み
、
長
距
離
ラ
ン
ナ

ー
と
し
て
の
才
能
を
開
花
さ
せ
て
い
っ
た
。 

樺
太
―
東
京
間
の
マ
ラ
ソ
ン 

金
栗
四
三
は
秋
葉
祐

之
と
共
に
、
大
正
八(

一
九
一
九)

年
、
山
口
―
東
京
間

の
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
ん
だ
が
、
そ
の
集
大
成
と
も
な
る
の
が
、

大
正
十
一(

一
九
二
二)

年
に
走
り
通
し
た
樺
太
～
東

京
間
の
マ
ラ
ソ
ン
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
秋
葉
は
す
で
に
木

中
で
教
鞭
を
執
り
、
勉
学
の
か
た
わ
ら
マ
ラ
ソ
ン
の
楽
し

さ
を
生
徒
た
ち
に
伝
え
て
い
た
。 

 

金
栗
と
秋
葉
は
、
樺
太
の
真
岡
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と

し
、
ゴ
ー
ル
の
東
京
高
師
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
目
指
し
た
。

当
時
の
新
聞
は
、
到
着
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。 

「疲
れ
た
風
も
な
く 
金
栗
秋
葉
両
君
著
京 

 
 

樺
太
か
ら
十
九
日
間
で 
三
百
四
十
里
を
走
っ
て 

マ
ラ
ソ
ン
の
勇
者
金
栗
四
三
、
秋
葉
祐
之
両
選
手
は

樺
太
北
海
道
及
び
本
州
の
半
分
そ
の
行
程
三
百
四

十
里
を
踏
破
し
廿
六
日
午
後
五
時
無
事
大
塚
高
師

の
ゴ
ー
ル
に
入
っ
た
、
此
の
日
午
前
六
時
小
山
の
最

後
の
宿
舎
を
出
発
烈
風
中
腹
這
い
し
て
利
根
川
鉄

橋
を
渡
り
久
喜
町
を
経
て
大
宮
に
入
り
こ
ゝ
で
出
迎

え
の
東
京
医
専
、
埼
玉
師
範
及
び
早
実
各
選
手
が

加
わ
り
東
京
に
向
か
っ
た
が
戸
田
村
付
近
は
出
水
の

為
め
川
口
か
ら
赤
羽
迄
汽
車
に
よ
り
赤
羽
か
ら
ま

た
駆
け
て
午
後
四
時
半
板
橋
に
入
っ
た
、
こ
ゝ
に
も

秋
葉
氏
が
奉
職
先
の
木
更
津
中
学
の
選
手
十
名
が

出
迎
え
賑
や
か
な
一
団
と
な
り
母
校
に
着
い

た
、･･･

因
み
に
両
選
手
は
ま
だ
走
り
足
り
な
い
と
て

今
日
廿
七
日
は
午
前
六
時
高
師
校
庭
出
発
木
更
津

中
学
選
手
と
共
に
木
更
津
迄
廿
里
を
突
破
し
同
町

主
催
の
歓
迎
会
に
出
席
す
る
そ
う
で
「
樺
太
の
最
初

の
日
も
大
歓
迎
で
一
日
余
計
走
ら
さ
れ
た
が
あ
す

の
は
秋
葉
君
の
御
相
伴
で
す
」と
金
栗
氏
は
笑
っ
て
い

た
」 

（
『東
京
日
日
新
聞
』(

大
正
十
一
年
八
月
二
十

七
日
） 

 

東
京
を
出
発
し
た
金
栗
・
秋
葉
両
氏
は
、
木
更
津
の

街
を
疾
走
し
八
劔
八
幡
神
社
に
到
着
し
た
。
木
中
の

校
友
会
誌
『
致
芳
会
雑
誌
』
（
一
八
号
）
の
口
絵
に
は
、

本
殿
前
で
開
催
さ
れ
た
、
木
更
津
町
民
に
よ
る
金
栗

と
秋
葉
両
氏
の
歓
迎
会
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

本
殿
を
背
に
金
栗
・
秋
葉
が
立
ち
、
そ
の
前
に
伴
走
し

た
木
中
陸
上
部
生
徒
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
姿
が
、
そ
れ
ら
を

多
く
の
町
民
が
取
り
巻
い
て
い
る
様
子
が
写
っ
て
い
る
。 

    

金栗(右)秋葉(左)両選手の町民歓迎会 
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ト
ピ
ッ
ク
ス 

木
更
津
市
の
自
然 

里
山
・谷
津
田
の
四
季 

自
然
部
会 

成
田
篤
彦 

台
地
や
丘
陵
地
の
谷
筋
に
は
そ
れ
ぞ
れ
里
山
・
谷
津

田
や
堰
（
せ
き
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
低
地
の
温
暖

な
地
に
す
む
普
通
の
種
が
生
息
し
、
種
の
多
様
性
が
持

続
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
里
山
・
谷
津
田
は
最
も
身

近
な
自
然
の
一
つ
で
す
が
、
今
で
は
多
く
が
失
わ
れ
、

貴
重
な
自
然
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
市
内
に
は
見
事

に
整
備
さ
れ
た
美
し
い
里
山
・
谷
津
田
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
そ
こ
に
息
づ
く
四
季
の
生
物
た
ち
を
紹
介
し

ま
す
。 

早
春
・春 

里
山
は
萌
黄
（も
え
ぎ
）色
の
コ
ナ
ラ
の
若

芽
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
、
濃
い
緑
色
の
シ
イ
や
カ
シ
や
黒

緑
色
の
ス
ギ
な
ど
で
モ
ザ
イ
ク
状
に
お
お
わ
れ
て
い
ま
す
。

林
縁
で
は
キ
ブ
シ
の
淡
黄
色
の
花
穂
（
か
す
い
）
が
鈴
な

り
に
垂
れ
下
が
り
、
ク
ロ
モ
ジ
が
小
さ
な
花
を
た
く
さ

ん
つ
け
て
い
ま
す
。
木
陰
で
は
イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
、
ニ
リ
ン
ソ

ウ
が
咲
い
て
い
ま
す
。
こ
の
二
種
は
、
春
植
物
と
い
わ
れ
、

木
々
の
葉
が
広
が
ら
な
い
早
春
に
、
地
下
の
貯
蔵
器
官

の
栄
養
で
、
急
激
に
成
長
、
開
花
し
、
実
を
つ
け
ま
す
。

夏
の
間
は
休
眠
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
々
が
、
こ
の
植

物
の
美
し
い
花
と
短
い
一
生
を
愛
お
し
く
感
じ
て
い
ま

す
。 農

道
の
土
手
に
は
空
色
の
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
黄

色
の
カ
ン
ト
ウ
タ
ン
ポ
ポ
や
オ
オ
ジ
シ
バ
リ
の
花
が
咲
い

て
い
ま
す
。
陽
が
さ
す
斜
面
に
は
紫
色
の
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ

レ
、
紅
紫
色
の
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
の
花
が
風
に
そ
よ
い
で
い
ま

す
。 成

虫
で
越
冬
し
て
い
た
ル
リ
タ
テ
ハ
、
キ
タ
テ
ハ
や
ヒ
メ

ア
カ
タ
テ
ハ
、
キ
タ
キ
チ
ョ
ウ
が
農
道
で
は
ね
を
広
げ
て

陽
を
浴
び
て
い
ま
す
。
春
に
さ
な
ぎ
か
ら
羽
化
し
た
ツ

マ
キ
チ
ョ
ウ
や
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
が
タ
ン
ポ
ポ
の
蜜
を
吸
っ

て
い
ま
す
。 

谷
津
田
に
水
が
張
ら
れ
、
昼
間
で
も
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア

オ
ガ
エ
ル
が
「ケ
ロ
ケ
ロ
ケ
ロ
・
・
」と
鳴
い
て
い
ま
す
。
谷
津

田
の
奥
で
は
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
産
卵
に
や
っ
て
き
て
、
メ
ス
を

争
う
オ
ス
た
ち
の
ガ
マ
合
戦
が
見
ら
れ
ま
す
。
上
空
か

ら
、
「
ク
ッ
ピ
ョ
ー
、
ク
ッ
ピ
ョ
ー
」
と
サ
シ
バ
の
声
が
響
き

1-1 春の里山・谷津田 2018.3.18 木暮文雄氏撮影 

1-2 キブシ 2006.3.23 1-3ニリンソウ 2017.3.26 1-4 タチツボスミレ 2006.3.26 

1-5シュレーゲルアオガエル 2007.4.27 1-6 ツマキチョウ 2006.4.5 1-7サシバ 2015.4.17 
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渡
り
ま
す
。
サ
シ
バ
は
小
型
の
タ
カ
で
東
南
ア
ジ
ア
か
ら

子
育
て
に
や
っ
て
き
た
の
で
す
。
サ
シ
バ
は
近
年
、
数
が

減
少
し
、
千
葉
県
最
重
要
保
護
生
物
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。 

コ
ナ
ラ
の
若
芽
、
ツ
マ
キ
チ
ョ
ウ
、
サ
シ
バ
が
目
に
入
る

と
も
う
風
光
る
春
た
け
な
わ
で
す
。 

初
夏
・夏 

ス
ダ
ジ
イ
の
淡
い
黄
色
の
花
が
里
山
に
目

立
ち
は
じ
め
る
と
初
夏
の
空
気
が
充
満
し
ま
す
。
稲
が

太
陽
の
日
差
し
を
浴
び
、
ぐ
ん
ぐ
ん
生
長
し
て
い
き
ま

す
。
丘
陵
地
の
崖
地
に
は
清
水
が
し
た
た
り
落
ち
、
ア

ジ
サ
イ
の
紫
色
の
花
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
崖
地
の
隙
間

に
は
サ
ワ
ガ
ニ
が
何
匹
も
潜
ん
で
い
ま
す
。
林
縁
に
は
、

ネ
ム
ノ
キ
の
桃
色
の
花
、
ガ
マ
ズ
ミ
の
白
い
花
が
咲
き
、

イ
ラ
ク
サ
や
ヤ
ブ
マ
オ
の
群
落
が
生
育
し
て
い
ま
す
。
夏

の
終
わ
り
に
は
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
が
真
っ
赤
な
花
を
咲

か
せ
ま
す
。 

ウ
グ
イ
ス
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
鳴
き
、
遠
く
で
、
「オ
ッ

キ
ョ
、
キ
ョ
キ
ョ
・・
」と
ホ
ト
ト
ギ
ス
も
鳴
い
て
い
ま
す
。
ホ

ト
ト
ギ
ス
は
ウ
グ
イ
ス
の
巣
に
卵
を
産
み
、
子
育
て
を
さ

せ
ま
す
。
谷
津
田
跡
の
水
た
ま
り
に
ハ
ラ
ビ
ロ
ト
ン
ボ
が
、

イ
ノ
シ
シ
柵
の
上
に
オ
オ
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
が
、
林
道
に

は
オ
ニ
ヤ
ン
マ
が
ゆ
う
ぜ
ん
と
飛
ん
で
い
ま
す
。 

谷
津
田
奥
の
小
池
の
上
に
コ
ナ
ラ
の
枝
が
伸
び
、
そ
こ

に
、
黄
色
の
花
を
つ
け
た
、
つ
る
植
物
の
ス
イ
カ
ズ
ラ
が

巻
き
付
い
て
い
ま
す
。
小
池
か
ら
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
「グ

ッ
グ
ッ
グ
ッ
」と
い
う
低
い
鳴
き
声
が
響
い
て
き
ま
す
。
ま

た
、
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
や
モ
ン
キ
ア
ゲ
ハ
、
ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ
が

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
の
花
に
飛
び
交
い
ま
す
。
７
月
初
旬
に
ニ

イ
ニ
イ
ゼ
ミ
が
、
続
い
て
、
ヒ
グ
ラ
シ
、
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
、
ク
マ

ゼ
ミ
、
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
、
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
が
鳴
き
ま
す
。

ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
は
十
月
初
旬
ま
で
鳴
い
て
い
ま
す
。 

夜
間
、
農
道
の
ス
ス
キ
原
で
は
キ
リ
ギ
リ
ス
類
の
シ
ブ

イ
ロ
カ
ヤ
キ
リ
が
「ジ
ー
」
と
う
る
さ
い
く
ら
い
に
鳴
い
て

い
ま
す
。
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
や
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
が
光
の
糸
を

引
い
た
よ
う
に
稲
穂
の
間
を
飛
び
交
い
ま
す
。
風
薫
る

初
夏
は
最
も
美
し
く
生
き
生
き
と
し
た
季
節
で
す
。 

炎
暑
の
真
夏
に
は
あ
で
や
か
な
緑
色
の
タ
マ
ム
シ
が

陽
を
照
り
返
し
、
エ
ノ
キ
の
周
り
を
飛
ん
で
い
ま
す
。
草

む
ら
で
は
キ
リ
ギ
リ
ス
が
「
ジ
ー
、
チ
ョ
ン
・ジ
ー
、
チ
ョ
ン
」

と
鳴
き
ま
す
。 

2-1 夏の里山・谷津田 2017.7.7 

2-2ガマズミ 2006.5.26 2-3ネムノキ 2012.6.29 木暮氏撮影 2-4キツネノカミソリ 2006.8.18 

2-5モリアオガエル 2018.5.5 2-6 カラスアゲハ 2011.5.14 2-7ヤマトタマムシ 2016.8.21 
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秋 

稲
刈
り
は
八
月
下
旬
～
九
月
に
は
大
部
分
が

終
わ
り
ま
す
。
稲
刈
り
が
す
み
、
モ
ズ
の
高
鳴
き
を
聞

く
と
さ
わ
や
か
な
秋
が
や
っ
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。 

土
手
に
ス
ス
キ
の
穂
が
な
び
き
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
花
が

あ
ち
こ
ち
の
畦
に
現
れ
ま
す
。
林
縁
に
は
ユ
ウ
ガ
ギ
ク
な

ど
の
白
い
花
、
ヤ
ク
シ
ソ
ウ
、
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
な
ど
の

黄
色
い
花
、
ノ
ハ
ラ
ア
ザ
ミ
、
リ
ン
ド
ウ
、
カ
ン
ト
ウ
ヨ
メ

ナ
な
ど
の
紅
紫
色
の
花
が
次
々
と
咲
き
出
し
ま
す
。
稲

の
二
番
穂
が
出
る
こ
ろ
、
ノ
シ
メ
ト
ン
ボ
、
ナ
ツ
ア
カ
ネ
、

ア
キ
ア
カ
ネ
な
ど
の
赤
と
ん
ぼ
の
オ
ス
と
メ
ス
が
連
結
し

て
、
田
ん
ぼ
や
水
た
ま
り
に
産
卵
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
土
手
の
草
む
ら
に
は
オ
ン
ブ
バ
ッ
タ
、
シ
ョ
ウ

リ
ョ
ウ
バ
ッ
タ
、
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
な
ど
が
跳
び
は
ね
て
い

ま
す
。
夜
間
、
土
手
の
ク
ズ
が
生
え
る
ス
ス
キ
の
原
で
は

カ
ン
タ
ン
が
「
ル
ル
ル
ル
ル
」
と
繊
細
な
声
で
、
エ
ン
マ
コ
オ
ロ

ギ
が
「コ
ロ
コ
ロ
リ
ー
リ
ー
」と
美
し
く
鳴
き
ま
す
。 

晩
秋
に
は
ガ
マ
ズ
ミ
が
き
れ
い
な
真
っ
赤
な
実
を
、
ム

ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
が
美
し
い
紫
色
の
実
を
つ
け
ま
す
。
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
や
ハ
ゼ
ノ
キ
や
ヌ
ル
デ
な
ど
の
紅
色
の
葉
な
ど
の

紅
葉
が
見
ら
れ
、
ツ
グ
ミ
や
ア
カ
ハ
ラ
な
ど
の
渡
り
鳥
が

や
っ
て
き
ま
す
。
丘
陵
地
で
は
数
頭
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
二

十
～
三
十
頭
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
群
れ
が
出
没
し
ま
す
。
秋

は
生
物
に
は
夏
の
終
わ
り
で
あ
り
、
冬
の
前
ぶ
れ
で
、
越

冬
の
準
備
を
始
め
ま
す
。 

冬 

年
内
は
比
較
的
暖
か
く
穏
や
か
な
日
が
続
き

ま
す
。
谷
津
田
で
は
ナ
ツ
ア
カ
ネ
が
十
二
月
初
旬
ま
で

陽
を
浴
び
て
い
ま
す
。
成
虫
越
冬
の
キ
タ
テ
ハ
な
ど
の
虫

た
ち
も
活
動
し
ま
す
。
夏
ミ
カ
ン
の
実
が
な
り
、
南
国
か

ら
近
年
定
着
し
た
ナ
ガ
サ
キ
ア
ゲ
ハ
が
さ
な
ぎ
で
越
冬

し
て
い
ま
す
。
ス
イ
バ
や
ハ
コ
ベ
や
セ
リ
な
ど
も
冬
越
し
に

入
り
ま
す
。
年
を
越
し
、
一
月
に
は
温
暖
前
線
が
通
過

す
る
と
ト
ウ
キ
ョ
ウ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
や
ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ

ル
な
ど
が
谷
津
田
に
集
ま
り
、
産
卵
を
始
め
ま
す
。
こ

の
両
生
類
を
捕
食
し
に
、
夜
間
に
タ
ヌ
キ
や
イ
タ
チ
、

外
来
種
の
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
が
現
れ
ま
す
。
二
月
に
は
梅

が
咲
き
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
が
で
て
き
ま
す
。
市
内
で
は
雪
が

た
ま
に
降
り
ま
す
が
、
霜
が
降
り
な
い
地
域
で
越
冬
す

る
昆
虫
、
オ
オ
キ
ン
カ
メ
ム
シ
が
藪
の
な
か
で
寒
さ
に
耐

え
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
南
国
の
生
物
が
侵
入
・定

3-1 秋の里山・谷津田 珍しいオダカケ  2017.9.19 

3-2 カントウヨメナ 2005.10.26 3-3 リンドウ 2006.11.4 3-4ムラサキシキブ 2005.11.23 

3-5アキアカネ産卵 2015.10.12 3-6 ツグミ 2015.10.31 3-7ニホンジカ 2016.11.12 
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着
す
る
重
要
な
条
件
は
冬
の
環
境
に
耐
え
ら
れ
る
こ
と

で
す
。
寒
暖
を
繰
り
返
し
、
次
第
に
気
温
が
上
昇
し
、

短
い
冬
が
終
わ
り
ま
す
。 

お
わ
り
に 

木
更
津
市
は
暖
温
帯
で
、
こ
こ
十
年
間

の
一
月
の
平
均
気
温
約
五
．
八
度
、
八
月
約
二
七
度
、

年
平
均
気
温
は
約
一
六
度
、
年
平
均
降
水
量
は
約
一

六
〇
〇
㍉
で
す
。
台
地
や
丘
陵
地
の
地
下
は
砂
層
な

ど
の
水
の
通
し
や
す
い
地
層
と
粘
土
層
な
ど
の
不
透
水

層
が
積
み
重
な
っ
て
で
き
て
お
り
、
東
京
湾
に
向
か
っ
て
、

緩
や
か
に
傾
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
下
水
が
豊
富

に
湧
き
出
し
ま
す
。
市
内
で
も
弥
生
中
期
に
は
当
時
の

土
木
技
術
を
駆
使
し
、
湧
水
を
使
っ
て
、
谷
津
低
地
を

水
田
化
し
、
そ
し
て
、
原
生
林
の
ス
ダ
ジ
イ
・
カ
シ
の
常

緑
樹
林
を
コ
ナ
ラ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
林
に
仕
立
て
、

里
山
・谷
津
田
を
作
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
環
境
改

変
と
同
時
に
新
し
い
文
化
（
衣
食
住
・
技
術
・
学
問
・
芸

術
・
道
徳
・宗
教
・政
治
・生
活
様
式
な
ど
人
が
自
然
に

手
を
加
え
て
形
成
し
て
き
た
物
心
両
面
の
成
果
）
の
形

成
の
始
ま
り
だ
と
思
い
ま
す
。 

一
方
、
そ
れ
以
前
は
、
例
え
ば
、
春
植
物
は
落
葉
樹

林
内
で
、
カ
エ
ル
類
は
狭
い
湿
地
で
細
々
と
生
息
し
て
い

た
は
ず
で
す
が
、
里
山
・
谷
津
田
と
い
う
新
た
な
環
境

で
は
広
く
、
繁
栄
し
て
い
ま
す
。 

人
々
が
自
然
条
件
（
風
土
）
を
も
と
に
、
環
境
を
改

変
し
地
域
の
文
化
を
作
り
生
活
し
ま
す
。
そ
の
影
響
を

受
け
、
生
物
な
ど
の
自
然
の
様
相
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
も
と
に
、
ま
た
、
新
た
な
文
化
が
生
ま

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
然
と
文
化
・歴
史
を
合
わ
せ
て

理
解
し
な
い
と
現
在
の
市
内
の
自
然
や
文
化
の
成
り
立

ち
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
身
近
な
自
然
を
調
べ
、
記

録
す
る
こ
と
が
、
現
在
の
文
化
を
記
録
す
る
こ
と
に
繋

が
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
地
史
、
地
質
、
気
候
、
生
物

な
ど
を
し
っ
か
り
と
調
査
し
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

参
考
文
献 

市
制
施
行
七
〇
周
年
記
念 

『図
説
木
更

津
の
あ
ゆ
み
』（二
〇
一
二
）一
九
～
二
二
、
七
～
四
八

頁
。
気
象
庁
木
更
津
市
年
ご
と
の
詳
細
（
気
温
）
と
詳

細
（降
水
量
）（二
〇
一
九
．
五
．
五
）。
広
辞
苑
。 

 

4-1 めったにない里山の雪景色 2006.1.22 

4-2 夏ミカン 2015.2.4 4-3梅の花 2006.2.19 4-4 フキノトウ 2006.2.28 

4-5 ニホンザル 2018.1.21 田村満氏撮影 4-6雪中のオオキンカメムシ 2006.1.22 4-7 トウキョウサンショウウオのオスと卵のう 

2006.2.28 



   

8 

 

松
面
古
墳
の
修
羅 

松
面
古
墳
（
ま
つ
め
ん
こ
ふ
ん
）
は
、
木
更
津
市
朝
日

二
丁
目
に
あ
っ
た
古
墳
時
代
終
末
期
の
方
墳
で
、
浜
堤

（
ひ
ん
て
い
）
と
呼
ば
れ
る
砂
堆
上
に
造
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
古
墳
の
周
辺
に
は
、
金
鈴
塚
古
墳
（
き
ん
れ
い
づ
か

こ
ふ
ん
）
や
稲
荷
森
古
墳
（
と
う
か
ん
も
り
こ
ふ
ん
）
な

ど
の
前
方
後
円
墳
や
、
方
墳
の
塚
の
腰
古
墳
（
つ
か
の
こ

し
こ
ふ
ん
）
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
古
墳
を
含
め
て
浜

長
須
賀
古
墳
群
（
は
ま
な
が
す
か
こ
ふ
ん
ぐ
ん
）
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
金
鈴
塚
古
墳
か
ら
出
土
し
た
金
鈴
や

飾
大
刀
（
か
ざ
り
た
ち
）
な
ど
は
、
国
の
重
要
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

松
面
古
墳
は
、
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
に
君
津

病
院
（
現
在
の
君
津
中
央
病
院
）
の
建
設
を
行
っ
た
際

に
横
穴
式
石
室
が
露
出
し
、
石
室
か
ら
金
銅
製
双
龍

環
頭
大
刀
（
こ
ん
ど
う
せ
い
そ
う
り
ゅ
う
か
ん
と
う
た

ち
）
、
捩
環
頭
大
刀
（
ね
じ
り
か
ん
と
う
た
ち
）
な
ど
の

飾
大
刀
三
本
以
上
、
金
銅
製
馬
具
三
組
、
金
銅
製
木

葉
形
腰
佩
（
こ
の
は
が
た
よ
う
は
い
）
一
組
、
須
恵
器

（
す
え
き
）
な
ど
の
副
葬
品
が
出
土
し
ま
し
た
。
古
墳
の

造
ら
れ
た
時
代
は
、
副
葬
品
か
ら
七
世
紀
初
頭
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

修
羅
の
出
土 

平
成
二
十
六
年
度
の
発
掘
調
査
で
、

墳
丘
の
一
辺
が
約
四
五
メ
ー
ト
ル
、
外
側
の
周
溝
を
含

め
た
大
き
さ
は
約
八
四
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
千
葉
県
で

三
番
目
の
大
き
さ
の
方
墳
で
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

ま
た
、
古
墳
の
周
溝
か
ら
「
修
羅
（
し
ゅ
ら
）
」
と
考
え
ら

れ
る
木
製
品
が
出
土
し
ま
し
た
。
修
羅
と
は
、
石
な
ど

の
重
い
も
の
を
運
ぶ
た
め
に
使
わ
れ
た
ソ
リ
で
、
古
墳
時

代
の
も
の
と
し
て
は
大
阪
府
藤
井
寺
市
の
三
ツ
塚
古
墳

に
次
い
で
二
例
目
の
発
見
で
す
。
松
面
古
墳
の
修
羅
は
、

一
部
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
三
ツ
塚
古
墳
の

も
の
と
特
徴
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
し
ま
し
た
。

木
の
種
類
は
ム
ク
ノ
キ
で
、
長
さ
一
三
九.

五
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
復
元
し
た
大
き
さ
は
三.

五
メ
ー
ト
ル
程
で
す
。

特
徴
は
、
上
面
を
平
ら
に
作
り
、
縄
を
か
け
た
枘
穴

（
ほ
ぞ
あ
な
）
を
一
箇
所
開
け
て
い
ま
す
。
裏
面
に
擦
れ

た
際
に
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
傷
が
あ
り
ま
す
。
修
羅

が
周
溝
の
中
か
ら
見
つ
か
っ
た
理
由
は
、
壊
れ
て
使
用

不
能
と
な
っ
た
た
め
、
あ
る
い
は
、
古
墳
完
成
後
の
儀
式

の
中
で
、
故
意
的
に
壊
し
て
捨
て
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

修
羅
の
発
見
は
、
古
墳
時
代
当
時
の
土
木
技
術
を

考
え
る
上
で
も
重
要
な
発
見
と
い
え
、
現
在
は
腐
朽
を

防
ぐ
た
め
の
保
存
処
理
を
施
し
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

（事
務
局
） 

 参
考
文
献 

「
松
面
古
墳
出
土
双
魚
佩
の
図
上
復
元
」

『
木
更
津
市
文
化
財
調
査
集
報
』
一
四
（
二
〇
〇
九
）

木
更
津
市
教
育
委
員
会
、
木
更
津
市
埋
蔵
文
化
財
発

掘
調
査
報
告
書 

第
一
三
集
『
―
千
葉
県
木
更
津
市

― 

塚
の
腰
古
墳
・松
面
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書
』（二

〇
一
六
）木
更
津
市
教
育
委
員
会 

 

松面古墳（左）と塚の腰古墳（右） 

松面古墳から出土した修羅と復元図（左図は三ツ塚古墳出土の修羅） 

図２０「三つ塚古墳出土大修羅・小修羅・テコ棒実測図」『修羅！ その大いなる遺産 

古墳・飛鳥を運ぶ』大阪府立近つ飛鳥博物館（１９９９） に一部加筆して掲載 



   

9 

 

市
史
編
集
部
会
の
活
動
報
告 

こ
れ
ま
で
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
情
報

を
も
と
に
木
更
津
市
史
編
さ
ん
に
関
す
る
資
料
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
風
習
や

伝
統
行
事
。
あ
る
い
は
、
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
残
る
古

文
書
や
古
い
町
並
み
の
写
真
、
農
具
、
民
具
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
情
報
提
供
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

考
古
部
会 

遺
跡
地
図
の
作
成
や
、
発
掘
調
査
報
告

書
の
デ
ー
タ
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
の
他
に
、
弥
生
土
器
の
関
連

資
料
分
析
、
諏
訪
谷
横
穴
墓
群
出
土
の
人
骨
調
査
、

近
世
石
塔
の
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
史
料

編
」
の
構
成
を
協
議
し
、
一
部
原
稿
執
筆
を
開
始
し
て

い
ま
す
。 

 

古
代
部
会 

「
史
料
編
」
の
入
稿
原
稿
や
、
望
陀
布
な

ど
に
関
す
る
史
料
の
掲
載
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

 

中
世
部
会 

上
総
武
田
氏
や
里
見
氏
関
係
文
献
の
調

査
の
他
に
、
金
沢
文
庫
及
び
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館

な
ど
県
外
の
機
関
が
所
蔵
す
る
木
更
津
市
関
係
文
書

の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
調
査
計
画
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。 

 

近
世
部
会 

田
川
・
下
郡
・
茅
野
・
万
石
・
中
郷
・
大
寺
・

貝
渕
・
小
浜
地
区
の
個
人
宅
で
収
集
し
た
史
料
の
調
査
、

目
録
作
成
及
び
撮
影
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
中
郷
地

区
で
は
文
化
財
及
び
史
料
の
所
在
調
査
、
木
更
津
・
貝

渕
・波
岡
地
区
で
は
聴
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
今
後
の
調
査
計
画
の
検
討
や
翻
刻
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
説
明
会
を
行
い
、
翻
刻
文
を
作
成
し
て
い
ま
す
。 

 

近
現
代
部
会 

千
葉
県
文
書
館
や
市
内
の
公
民
館
、

図
書
館
、
郷
土
博
物
館
金
の
す
ず
が
所
蔵
す
る
史
料

の
調
査
、
目
録
作
成
及
び
撮
影
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
下
郡
・
矢
那
・
岩
根
・
中
郷
・
中
央
・
新
田
地
区
の
個

人
宅
や
商
店
な
ど
で
収
集
し
た
史
料
や
土
地
区
画
整

理
組
合
関
係
資
料
の
調
査
、
目
録
作
成
及
び
撮
影
を

行
っ
た
他
、
馬
来
田
・
万
石
・
中
央
・
請
西
地
区
の
聴
き

取
り
及
び
史
料
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

建
物
調
査
に
つ
い
て
は
、
下
郡
・
万
石
・高
柳
・中
央
・

新
田
地
区
の
土
蔵
や
、
商
店
及
び
公
会
堂
な
ど
の
調

査
、
作
図
及
び
原
稿
執
筆
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

民
俗
部
会 
吾
妻
・朝
日
・太
田
・請
西
地
区
の
伝
説
な

ど
に
関
す
る
聴
き
取
り
調
査
や
、
木
更
津
市
立
図
書

館
や
県
外
の
機
関
が
所
蔵
す
る
木
更
津
市
関
係
文
書

の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
今
後
の
調
査
計
画
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。 

 

自
然
部
会 

環
境
及
び
気
候
は
、
環
境
と
低
生
動
物
に

つ
い
て
種
リ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
形
式
の
検
討
、
市
内

の
気
温
の
温
暖
化
傾
向
や
年
間
降
水
量
の
調
査
、
気

象
資
料
の
収
集
及
び
デ
ー
タ
分
析
の
方
法
な
ど
を
検

討
し
て
い
ま
す
。 

地
学
は
、
下
総
層
群
中
の
テ
フ
ラ
鍵
層
や
地
蔵
堂
・

藪
化
石
帯
の
原
稿
執
筆
を
開
始
し
て
い
ま
す
。 

動
物
は
、
田
川
・
真
里
谷
・
音
信
山
・
丹
原
・
茅
野
・

伊
豆
島
・
矢
那
・
中
野
・
久
津
間
・
牛
込
・
畔
戸
・
万
石
・

長
須
賀
・
太
田
・
祇
園
・
清
川
・
請
西
・
潮
浜
地
区
及
び
、

小
櫃
川
河
口
干
潟
の
鳥
類
・
魚
類
・
昆
虫
類
の
調
査
や
、

写
真
に
よ
る
同
定
及
び
文
献
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

植
物
は
、
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
と
合
同
調
査
を

継
続
し
た
他
、
市
内
全
域
で
巨
樹
・
巨
木
の
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
台
風
十
五
号
（
九
月
八
日
）
、
十
九

号
（十
月
十
二
日
）、
大
雨
（十
月
二
十
五
日
）
に
よ
っ
て

倒
木
し
た
巨
樹
・巨
木
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

２０１９年９月８日に上陸した台風１５号の影響で、 

幹の一部が折れた市指定文化財「鎌足桜祖株」 

※現在は、枯死を防ぐための措置を施しています。 
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お
知
ら
せ 

令
和
元
年
度
木
更
津
市
史
編
さ
ん
事
業
公
開
講

座
「
鎌
倉
～
戦
国
時
代
の
木
更
津
」
を
開
催
し
ま

す
。 

日
時 

令
和
二
年
三
月
二
十
日
（
祝
日
） 

午
後
一
時

三
十
分
受
付 

午
後
二
時
開
始 

場
所 

木
更
津
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
（
貝
渕
二
―
一
三

―
四
〇
） 

講
師 

木
更
津
市
史
編
集
部
会 
中
世
部
会
長 

滝
川 

恒
昭
（
た
き
が
わ 
つ
ね
あ
き
）氏 

木
更
津
市
史
編
集
部
会 

中
世
部
会
委
員 

盛
本 

昌
広
（
も
り
も
と 

ま
さ
ひ
ろ
）氏 

他 

※
応
募
方
法
は
、
木
更
津
市
の
広
報
二
月
号
（
予
定
）

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 
刊
行
物
の
ご
案
内 

木
更
津
市
史
編
さ
ん
に
関
す
る
刊
行
物
を
文
化
課

で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。 

 『市
制
施
行
七
〇
周
年
記
念 

図
説
木
更
津
の
あ
ゆ
み
』 

（
Ａ
四
版 

本
文
二
七

四
ペ
ー
ジ
） 

二
〇
〇

〇
円 

内
容 

木
更
津

の
歴
史
・
文
化
・
自
然

を
写
真
や
図
版
を
多

く
使
っ
て
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
ま
す
。 

『木
更
津
市
史
研
究
』創
刊
号
（
Ａ
四
版 

本
文
一
〇
二

ペ
ー
ジ
）五
〇
〇
円 

 

内
容
「
勤
王
の
歌
人
・

齋
藤
昌
麿
と
安
政
の

大
獄
」
（
實
形
裕
介
）

「
木
更
津
市
域
へ
の
空

襲
の
実
相
に
迫
る
」

（
栗
原
克
榮
）
「
木
更

津
の
獅
子
ま
き
に
つ
い
て
」
（田
村
勇
）
「震
災
後
の
希
望

の
学
舎
」
（
渡
邉
義
孝
）
「
関
東
大
震
災
復
興
か
ら
見
た

金
田
小
学
校
校
舎
」
（髙
木
澄
子
）「木
更
津
市
の
陸
生

爬
虫
類
」（成
田
篤
彦
）
「東
京
湾
小
櫃
川
河
口
干
潟
の

シ
オ
マ
ネ
キ
に
つ
い
て
」
（
相
澤
敬
吾
）
「
木
更
津
市
の
魚

類 

ハ
ゼ
亜
目
（ハ
ゼ
科
、
カ
ワ
ア
ナ
ゴ
科
）」（田
村
満
） 

『木
更
津
市
史
研
究
』第
二
号
（
Ａ
四
版 

本
文
一
〇
八

ペ
ー
ジ
）五
〇
〇
円 

 

内
容 

「
中
世
に
お
け

る
木
更
津
と
本
牧
の
交

流
（
上
）
」
（
盛
本
昌
広
）

「
江
戸
時
代
に
お
け
る

木
更
津
市
の
教
育
環
境

（
上
）
」
川
﨑
史
彦
）
「
日

露
戦
争
後
の
地
域
社
会
」
（
池
田
順
）
「
木
更
津
県
に
お

け
る
育
児
救
済
政
策
資
料
か
ら
の
一
考
察
」
（
駒
早
苗
）

「
浸
透
実
見
池
の
水
質
の
特
徴
と
カ
ワ
ウ
コ
ロ
ニ
ー
が
そ

の
水
質
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
」
（湯
谷
賢
太
郎
）「木

更
津
市
の
蝶
」
（
相
澤
敬
吾
）
「
木
更
津
市
の
汽
水
・
海

水
魚
」
（田
村
満
）
「木
更
津
市
の
両
生
類
」（成
田
篤
彦
） 

『木
更
津
市
史
編
さ
ん
事
業
公
開
講
座
記
録
集
』平
成

二
十
六
～
二
十
八
年
度
版
（
Ａ
四
版 

本
文
九
〇
ペ
ー

ジ
）五
〇
〇
円 

 

内
容 

盤
洲
干
潟
の
い

き
も
の
た
ち
」
「
中
世
～

戦
国 

時
代
江
戸
湾
を

め
ぐ
る
武
田
氏 

―
戦

国
時
代
の
木
更
津
と
真

里
谷
武
田
氏
―
」
「
市

史
を
編
さ
ん
す
る
と
い
う
こ
と
」
「
こ
ん
な
に
身
近
に
宝

が
あ
っ
た
！
～
木
更
津
の
古
民
家
・
近
代
建
築
を
た
ず

ね
て
～
」 

木
更
津
市
史
編
さ
ん
事
業
公
開
講
座
記
録
集
』
平
成

二
十
九
年
度
版
（Ａ
四
版 

本
文
三
二
ペ
ー
ジ
）五
〇
〇

平成３０年度木更津市史編さん事業

公開講座「明治１５０年記念 木更津

地域から見た明治」の様子 
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円 
 

内
容 

「
暮
ら
し
か
ら

見
つ
け
る
木
更
津
の
文

化
資
源
」 

  

令
和
元
年
度
の
刊
行
予
定 

『木
更
津
市
史
研
究
』第
三
号
（
Ａ
四
版
） 

『
木
更
津
市
史
編
さ
ん
事
業
公
開
講
座
記
録
集
』
平
成

三
十
年
度
版
（
Ａ
四
版
）
内
容
「
「
明
治
一
五
〇
年
記
念 

木
更
津
地
域
か
ら
見
た
明
治
」 

 

そ
の
他
の
お
知
ら
せ 

『
教
え
て
き
さ
ポ
ン
！
金
鈴
塚
の
ひ
み
つ
』を
発
行 

し
ま
し
た
。 

出
土
品
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

金
鈴
塚
古
墳
の
魅
力
を
紹
介
す
る
イ
ラ
ス
ト
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
『
教
え
て
き
さ
ポ

ン
！
金
鈴
塚
の
ひ
み
つ
』

（
八
ペ
ー
ジ
）
を
作
成
し
、

市
内
の
小
学
校
三
年

生
か
ら
五
年
生
に
配

布
し
ま
し
た
。 

興
味
の
あ
る
方
は
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
木
更
津

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

〈
市
の
紹
介
〉
→
〈
歴

史
・
文
化
財
〉
→
〈
指
定
・
登
録
文
化
財
〉
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

金
鈴
塚
古
墳
出
土
品
国
宝
化
推
進
事
業
公
開
講

座
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
金
鈴
塚
古
墳
の
主
（
あ
る
じ
）

に
迫
る
」を
開
催
し
ま
し
た
。 

十
一
月
九
日
（土
）に
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

古
墳
時
代
を
代
表
す
る
古
墳
の
一
つ
で
あ
る
金
鈴
塚

古
墳
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
も
と
に
五

名
の
パ
ネ
ラ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
、
金
鈴
塚
古
墳

に
埋
葬
さ
れ
た
主
に
つ
い
て
迫
り
ま
し
た
。 

金
鈴
塚
古
墳
は
墳
丘
長
九
十
メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ

れ
る
前
方
後
円
墳
で
す
が
、
現
在
は
後
円
部
の
一
部
を

残
す
の
み
で
す
。
後
円
部
中
央
に
は
南
に
開
口
す
る
横

穴
式
石
室
が
設
け
ら
れ
、
内
部
に
は
緑
泥
片
岩
製
（
り

ょ
く
で
い
へ
ん
が
ん
せ
い
）
の
組
合
式
箱
形
石
棺
（
く
み
あ

わ
せ
し
き
は
こ
が
た
せ
っ
か
ん
）
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

 

千葉県指定文化財 金鈴塚古墳 

※古墳の周辺は住宅街となっており、後円部の

一部のみ残っています。 

金鈴塚古墳の石室（右）と石棺（左） 

※現在は、石室の見学用に作られた石段付近が壊れや

すくなっているため、立ち入りはご遠慮ください。 
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古
墳
は
六
世
紀
末
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
少
な
く

と
も
三
回
の
埋
葬
（
ま
い
そ
う
）
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
土
し
た
遺
物
は
、
金
鈴
塚
古
墳
の
名
前
の
由
来
と
な

っ
た
純
金
製
の
鈴
や
各
種
の
金
銅
製
品
（
こ
ん
ど
う
せ

い
ひ
ん
）
が
豊
富
な
こ
と
、
飾
大
刀
（
か
ざ
り
た
ち
）
の
種

類
と
数
が
日
本
で
一
番
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
古

墳
に
葬
ら
れ
た
被
葬
者
（
ひ
そ
う
し
ゃ
）
の
力
が
大
き
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
出
土
遺
物
は
古

墳
時
代
後
期
の
文
化
を
示
す
代
表
的
な
資
料
と
し
て

国
の
重
要
文
化
財
に
、
古
墳
の
墳
丘
と
横
穴
式
石
室

は
千
葉
県
の
史
跡
に
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

※
金
鈴
塚
古
墳
の
解
説
文
を
一
部
改
変
し
て
掲
載
。 

（
事
務
局
） 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
発
表
内
容 

「飾
大
刀
か
ら
金
鈴
塚
古
墳
の
主
に
迫
る
」 

島
根
県
立
松
江
北
高
等
学
校 

大
谷 

晃
二
（お
お
た
に 

こ
う
じ
）氏 

「馬
具
か
ら
金
鈴
塚
古
墳
の
主
に
迫
る
」 

朝
日
新
聞
社 

宮
代 

栄
一
（み
や
し
ろ 

え
い
い
ち
）氏 

「装
身
具
か
ら
金
鈴
塚
古
墳
の
主
に
迫
る
」 

宮
内
庁
書
陵
部 

土
屋 

隆
史
（つ
ち
や 

た
か
ふ
み
）
氏 

「石
室
、
石
棺
か
ら
金
鈴
塚
古
墳
の
主
に
迫
る
」 

松
戸
市
立
博
物
館 

小
林 

孝
秀
（こ
ば
や
し 

た
か
ひ
で
）氏 

「古
代
史
か
ら
金
鈴
塚
古
墳
の
主
に
迫
る
」 

高
崎
市
教
育
委
員
会 

須
永 

忍
（す
な
が 

し
の
ぶ
）氏 

                           

シンポジウムの様子 

※5人のパネラーによる発表のあと討論会を行い、 

金鈴塚古墳に関する総合的な理解を深めました。 

編
集
後
記 

台
風
十
五
・
十
九
号
や
大
雨
な
ど
で
被
害

を
受
け
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

あ
げ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
復
興
に
向
け
さ
ま
ざ

ま
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

こ
の
た
び
、
『
木
更
津
市
史
編
さ
ん
だ
よ

り
』第
四
号
を
発
行
し
ま
す
。
本
誌
は
、
十
一

月
三
日
の
市
制
施
行
記
念
日
に
発
行
す
る
予

定
で
し
た
が
、
編
集
の
遅
れ
か
ら
十
一
月
十

一
日
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。 

本
年
五
月
か
ら
元
号
は
「
平
成
」
か
ら
「
令

和
」に
変
わ
り
、
各
地
で
関
連
す
る
行
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
第
四
号
で
は
、
元
号
改
正
に

関
連
し
て
幕
末
に
使
わ
れ
た
私
年
号
や
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「い
だ
て
ん
」の
主
人
公
金
栗
四

三
と
木
更
津
の
か
か
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

こ
れ
か
ら
も
、
新
た
な
『
木
更
津
市
史
』
編

さ
ん
の
中
で
わ
か
っ
た
木
更
津
の
歴
史
・
文

化
・自
然
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

な
お
、
市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

 
 

（事
務
局
） 


